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＜施設一体型による小中学校整備＞
◆子ども達の母校として千代の名前を残すために小中を一緒にすることが望ましい。
◆同じ校舎内にいる大人の数が増えれば、いじめなどがあった場合に関しても、気づく大人が一人でも増えると
思うので、保護者としては、安心感がある。

◆小学校が年上の子をうやまい、中学生が下の子に優しくするなど、気持ちの面でメリットがあるというのは理解
できるので、良い方向に行くと良いのではないか。小・中学校は協力していろんな行事が活性化すると思う。

◆中学校と一つの建物を建てることによって、今後千代校区に人が増える可能性があるのであれば、そういった
方向で進めてほしい。

◆千代小・中は日頃から小中連携教育を行っており、教育的な視点から施設を一体化するのは非常に魅力。
◆小・中学校が一緒になると、9年間同じ人間関係であり、高校に進学した際うまくいくのかという意見もあった。
◆運動場や体育館を小学校・中学校・地域活動等でうまく利用できるのか心配。
＜学校の統合 等＞
◆人口を増やす施策を行った上で単独での建替えが理想だが、難しいのであれば、博多小との統合も
考えられるのではないか。

◆小中一緒ではなく、中学校は他校と統合した方が、生徒がいろいろな形でたくさんの人の中で揉まれ、
よい学生生活が送れるのではないか。そうすると、小学校を単独で建て替える話も出てくるのではないか。

◆千代小中の名前が無くなる可能性があることを考えると、他の小学校と統合するより小学校と中学校を
一緒にするほうが良い。

お問い合わせ先
千代小学校建替検討委員会事務局
（教育委員会学校計画課）
TEL:711-4252 FAX:711-5539
E-mail:gakkokeikaku.BES@city.fukuoka.lg.jp

「千代小学校建替検討委員会」では、千代小学校の校舎の老朽化に伴う建替えを契機に千代小
学校及び千代中学校の小規模校の課題を解決するため、建替えの方向性などついて協議していま
す。
検討委員会では、令和６年３月から計５回にわたり、「学校の統合」「施設一体型による小中

学校整備」の取組手法のほか、小学校単独での建替えなどの意見を含め、様々議論を重ねた結果、
令和６年10月11日（金）に開催した第５回建替検討委員会で、千代小学校の建替方針について意
見がまとまりました。
また、第５回検討委員会では、施設整備の方向性や施設概要、工事期間中の学校運営の検討な

どを進めるためのイメージを共有し、次回以降の委員会において引き続き協議を行っていきます。

◆千代小学校及び千代中学校の小規模校の課題を解決するため、施設一体型による小・中学校を
整備する。

◆千代小学校の方が比較的、敷地面積が広いことなどから、新設する学校校舎は、
千代小学校校地に建設する。

＜建替方針＞

第５回委員会までの主な意見



学校規模適正化の取り組み手法案
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第６回建替検討委員会～
・施設整備の方向性
・施設概要
・工事期間中の学校運営等

開校準備委員会
・校名、校歌、校章
・教育課程、教育目標など

次回より、基本計画（施設の規模や大まかな配置）の策定に向け、
建替検討委員会において協議を進めていきます。

今後の想定スケジュール ※最短の場合今後の想定スケジュール ※最短の場合

「今後の建替え検討に向けたイメージ」についての資料
■「建替え計画の基本的な考え方」(全体)
○ 児童・生徒の負担を抑えられるように検討する事項
⇒校舎間の移動距離、運動スペースの広さ、体育館等が使えない期間
給食の継続、騒音･振動 など

○ 「反転建替え」が基本だが、工事期間中、他校の利用を含め
原位置建替えを検討する。

○ 現況以上の運動場面積の確保のため、高層化も検討
○ まとまりのある校舎配置
○ 整備に当たっては浸水想定区域に配慮
○ 工事期間中の安全対策や工事後の周辺環境へ配慮

反転建替えイメージ

引っ越し
校舎新設

（小中一体校） 引っ越し

千代中学校

①施設規模（教室、体育館、運動場など）については、小中共同利用の可能性や 放課後利用の調整
など、利用実態の把握が必要。

■「小中一体整備における主な検討課題」

■千代小学校概要
・築 年 数:69年※校舎棟
・階 数:３階建
・学 級 数:７学級（保有教室数18教室）
・校 地 面 積:約15,100㎡
・運動場面積:約6,200㎡

■千代中学校概要
・築 年 数:39年※校舎・体育館棟
・階 数:４階建
・学 級 数:５学級（保有教室数10教室）
・校 地 面 積:約12,600㎡
・運動場面積:約6,900㎡

反転建替え 原位置建替え

○仮設校舎が不要（引っ越し回数が１回） △仮設校舎が必要（引っ越し回数が２回）

○工期が約３．５年 △工期が約４年

△校舎等が住宅地へ近接する ○校舎等の位置は既存と変わらない

（共通）
△児童、学校側に対し工事中の騒音・振動の影響がある
△工事中に運動場が大部分で使用できなくなる
△工事ヤードが近く、児童への安全の配慮が必要
△既存施設がある状態での設計になるため、施設の配置計画上、制限が多い
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②施設の大まかな配置（反転建替え または 原位置建替え）

校舎新設
（小中一体校）

仮設校舎

引っ越し

原位置建替えイメージ

共通のデメリットについ
ては、工事中、千代中学校
に引っ越しをすることで、
解決することも可能。
千代中学校への引っ越し

については、今後、学校と
協議を行っていく。


